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黒部川減災対策シンポジウム ― 災害を振り返り、今、何ができるか ― 

 

■パネルディスカッション（要旨） 

 

 

「災害を振り返り、今、何ができるか」 
 

 

 

【パネリストのご紹介】 

 

 

大西 宏治（おおにし こうじ） 

富山大学 人文学部  

准教授 

専門は人文地理学、まちづくり、防災教

育。富山県内の多くの自治体において洪

水ハザードマップの作成や防災教育に携

わっている。 

 

 

鈴木 洋之（すずき ひろゆき） 

石川工業高等専門学校  

環境都市工学科 准教授 

専門は河川工学で、富山県内の河川を

対象にダム管理の高度化に向けた水理

学や洪水予測などの研究に携わってい

る。現在、黒部川・常願寺川・神通川・

庄川のリバーカウンセラーを務めている。 

 

 

大割 範孝（おおわり のりゆき） 

北日本新聞社 

論説委員 

入善町野中出身。1999 年から 3 年

間、同社黒部市支局長を務め、取材活

動を通じて黒部川と関わっている。 

 

 

籠浦 智彦（かごうら ともひこ） 

黒部市教育委員会  

学校教育課 学校教育班長 

小学生の頃に昭和 44 年の洪水を経験

しており、教職に就いてからは、黒部川を

題材にした授業や清掃活動などを行って

いる。 

 

 

 

笹島 春人（ささじま はるひと） 

入善町長 

平成 26 年に入善町長就任。昭和 44

年、当時大学生で帰省していた際に災

害を経験。平成 20 年高波災害発生時

は町職員として、避難所の開設・運営に

携わる。 

 

 

堀内 康男（ほりうち やすお） 

黒部市長 

黒部市沓掛出身。平成 18 年に新黒部

市長に就任。子供の頃から黒部川を遊

び場とするなどの関りを持つ。 

 

 

古本 一司（ふるもと かずし） 

国土交通省北陸地方整備局  

黒部河川事務所長 

平成29年４月に黒部河川事務所に着

任し、黒部川流域における管理や工事、

調査・計画などを進めている。 

 

 

手計 太一（でばかり たいち） 

富山県立大学 工学部  

環境・社会基盤工学科 准教授 

平成 21 年に富山県立大学着任。黒部

川をフィールドとした調査に携わる他、富

山県内の河川を中心に、水理学、水文

学、地下水学、防災工学などの研究を

行っている。 

 

  

コーディネーター 
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１.過去の洪水について 

手計先生 まずは、過去の洪水について少し振り返っていただきたいと思います。黒部川の洪水の歴

史と言いますと、昭和 9年、27年、44年、平成 7年のものが代表的だと思いますが、こ

れに限らず、ご経験をお話しいただければと思います。まず、堀内市長、いかがでしょうか。 
  

堀内市長 私自身は、直接的に黒部川の大きな洪水の経験はないのですが、私の住む沓掛や大布施

は、昔、非常に生活が荒れていたという話を聞きました。それはなぜかというと、せっか

く一生懸命農作物を作っても、1回の洪水ですべてが無くなってしまっていたからです。

それを見かねた大布施村の森丘正唯村長が、何とかしなければいけないということで、昭

和 9年、11年の洪水の時に、難渋されて国の直轄事業にされました。その森丘村長が、

下新川郡の農学校（現在の桜井高校）や新川厚生病院（現在の黒部市民病院）を造られ、

さらには、この地域の安全、安泰を願って、黒部川左岸の堤防に鳥居があって、右岸に社

殿のある黒部川神社を造られました。現在でも、黒部、入善、朝日の首長をはじめとす

る、関係者で毎年 10月 20

日に例祭を行っています。

そのような歴史をきちんと

認識して、これからの治水

事業などを引き継いでやっ

ていかなければならないと

思います。 

  

手計先生 ありがとうございます。続きまして、入善町の笹島町長、いかがでしょうか。 

  

笹島町長 私の記憶の中では、昭和 44年の洪水ということになります。ご存じのように福島堤が破

堤して、その濁流が入善側に流れ込んだものです。幸いなことに、人命にかかわるような

被害はありませんでしたが、当時、床上浸水が 169戸、床下浸水が 263戸、農地は

698haに及ぶ被害があったそうです。最近の災害は、想定を超える事象が本当に多く発

生しておりまして、黒部川でも、宇奈月ダムなどが整備されたものの、やはり想定外の降

雨が起こる可能性はありますので、今後も当

時を超えるような災害が起こる可能性は、十

分にあると感じています。昭和 44年当時、

私自身は大学生でしたので、8月ということ

もあり、帰省しておりました。実家が黒部川

から約 500mの距離なので、災害発生時、興

味本位で黒部川の堤防へ状況を見に行きまし

た。黒部川の水が上流から白煙を上げながら

流れてきており、すごく恐怖を感じました。 

  

手計先生 籠浦班長もご記憶にあろうと思いますが、いかがでしょうか。 

  

黒部川神社（左：鳥居、右：神殿） 

昭和 44 年８月洪水時の旧愛本堰堤 



3 

 

籠浦班長 当時、私は小学校の 2年生か 3年生でしたが、その時の大雨で私の家がある東三日市の通

りが洪水になり、家の中に水が入ってきたことを覚えています。雨が上がってから、父親

が私を黒部川へ連れて行ってくれました。いつもと水流が全く違う、川いっぱいの水の量、

そして、橋の下まで流れている濁流を見て、鳥肌が立ったことを覚えています。次に、愛

本橋が流れてきた場所へ行き、また非常に恐ろ

しくなったことを覚えています。その後、堤防

を歩きました。そうすると、堤防がくねくねし

ていることに気づき、父親に理由を尋ねると、

霞堤の絵を描いて、「堤防が決壊したときに水が

戻ってくるようになっているのだ」ということ

を教えてくれました。当時はちんぷんかんぷん

だったと思いますが、教員になってから、黒

部川のことを授業するときには非常に役立

ちました。 

２.黒部川の特性とハード対策 

手計先生 過去の大きな洪水を踏まえ、まず、構造物を中心としたハード面では、現在どのような対

策をされているのでしょうか。ご専門の鈴木先生、いかがでしょうか。黒部川の特性のよ

うなこともご紹介いただけると幸いです。 
  

鈴木先生 ＜黒部川の特性＞ 

私は北海道出身なのですが、初めて石川・富山の川を見て、非常に驚きました。一般的な川の地

形は、山地河川から始まり、山から開いたところに出てくると扇状地になり、そこからさらに平野に

なると、いわゆる自然堤防河川、さらに下流へ行くと三角州河川という区分になっています。黒部

川はきれいな形の扇状地を形成していますが、この扇

状地が直接海に接しており、自然堤防河川や三角州

河川という平地に相当する河川がありません。黒部川

は、北アルプスの鷲羽岳という非常に高いところに端

を発する川です。平地の部分がなく、非常に急な勾配

をもっている、いわゆる急流河川であることが一番大き

な特徴だと思います。次に、地質的なものもあると思い

ますが、上流の方に行くと山が崩れているような、いわ

ゆる崩壊地が非常に多い。それは川に流れ出てくる土

砂の量がものすごく多いということを意味しており、これ

も黒部川の特性です。扇状地というのは、川が大きく

首を振って移動しながら土砂を堆積してできた地形で

あり、旧河道が非常に多く存在しています。黒部川は

もともと自由に動きたい河川なのですが、その動こうと

する河川を堤防で固定しているわけです。 

  昭和 44 年８月洪水時の旧音沢橋付近の状況

（16.0k 付近） 

黒部川と扇状地 
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 ＜洪水時の黒部川＞ 

このような特性のある川なので、大きな洪水が起きれば川が侵食され、川の中の澪筋が変

動します。これを流路変動と言いますが、そのような流路変動が激しく起こることが、黒

部川の大きな特徴です。東工大の石川先生の報告例は一般の方も知っていて良いと思われ

ます。過去の洪水があったときの、破堤・決壊をした場所を見ると、だいたい愛本から下

流へ少しいった所、もしくは、川の中流あたりに集中しています。また、実験などの結果

から、黒部川は毎秒 2500㎥程の流量が起きると、川の中の土砂の移動が非常に活発化し、

危険度が高まることが指摘されています。黒部川は、いろいろな恵みや自然美を与えてく

れる非常に貴重な財産ではありますが、同時に、多くの防災課題も与えている川だと言え

るのではないかと思います。 
  

手計先生 ありがとうございました。続いて、河川事務所の古本所長から、現在の河川整備の状況に

ついてお話いただければと思います。 
  

古本所長 ＜黒部川の整備計画＞ 

私共の事業は、河川法という法律に基づきまして河川整備基本方針というものを作ってお

り、これに基づいていろいろな事業を行っています。この河川整備基本方針は、100 年に

1 回起こると想定される洪水を安全に流せるように事業を進めますというものです。その

方針の下に河川整備計画という計画があります。これは、概ね 30 年間の整備目標を定め

ており、8年前に策定されましたので、あと 20年余りの期間で整備をするということにな

るのですが、これは既往最大の昭和 44 年の洪水と同規模の洪水が発生しても安全に洪水

を下流に流せるようにするというものです。 

＜具体的な整備状況＞ 

まず、明治時代にヨハネス・デ・レーケの

指導で整備・管理してきた霞堤です。現在、

黒部川には 14 箇所の霞堤がありますが、

愛本から 13ｋｍの間に 14箇所もある河川

というのもなかなかありません。次に、戦

後からタワーエキスカベーターという大

きな掘削機械で河床を掘り下げると共に、

水制を堤防に付けることで水流を弱める

ということに取り組んできました。水制は

現在、左岸に 47箇所、右岸に 22箇所整備

されており、形も様々です。平成になって

からは、ブロックを飛び飛びに配置し、そ

の間に砂を集めて堤防を護る縦工という

構造物を、順次計画的に整備をしていると

いう状況です。 

 

 

黒部川独自工法の堤防保護工（縦工） 
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 ＜大規模洪水の可能性＞ 

全国に目を転じると、2 年前の鬼怒川の大洪水のとき、私は隣町に住んでいたのですが、

鬼怒川が先に溢れるとは思っておらず、想定外のことが起きてしまうのだということを改

めて認識させられました。幸い黒部川では昭和 44 年以降に大きな洪水はありません。河

整備が進んできた、あるいはダムが出来てきたから安心・安全になったと言いたいのです

が、実は、たまたま被害をもたらすような毎

秒 4,000 ㎥、5,000 ㎥クラスの大きな出水が

なかったので、被害がなかっただけだとも言

えるかと思います。50年に 1回の洪水への対

応を、あと 20 年くらいかけて整備していく

という計画です。逆に言うと、まだ完成でき

ていない状況なので、昭和 44 年と同じよう

な洪水が来た場合は、洪水を流しきれず、被

害が起きる可能性があるということを、今一

度認識していただきたいと思います。 

３.行政におけるソフト対策の現状と課題 

手計先生 国の方で、非常に高度な急流河川対策から、全川にわたってのハード対策をされていると

いうお話をしていただきましたが、一方でソフト対策としては、どのようなことをしてい

るのか、もしくはする必要があるのか、それから、今実施されていることなどを含めまし

て、行政の立場からお話を伺いたいと思います。まず、堀内市長に黒部市のソフト対策と

しての取り組みについてお聞きしたいと思います。 
  

堀内市長 黒部市だけでなく各自治体それぞれが防災訓練

を行ったり、防災教育を行ったり、防災ラジオ

を設置したり、ハザードマップを作ったりと、

ソフト面でできることをいろいろと行っている

と思います。しかし、そのような取り組みがあ

るのは知っているけれど、見たことはないとい

う方が多いのが実情かと思います。行政側から

できるだけ速やかに情報提供し、ハザードマッ

プなどを配布してもなかなか見ていただけず、

情報を共有していただけないということが、非

常に難しいテーマです。情報提供をしても、それに従ってもらえない人たちや、情報がな

かなか伝わらない人に対して、どうお知らせすればいいのかは、これからさらに工夫して

いかなければならないと思います。 
  

手計先生 ありがとうございます。入善町の笹島町長、いかがでしょうか。 

  

 

 

昭和 44 年 8 月破堤箇所と霞堤を現場で学ぶ 

－国土交通省資料－ 

平成 27 年９月鬼怒川の決壊状況

（茨城県常総市三坂地先） 
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笹島町長 ＜町の取り組み＞ 

まず、各地域における災害のリスクというものを正しく知っていただくということが大切

ではないかと思います。そのうえで、いざというときにどのような行動をとるのか、どこ

へ避難すればいいのかを予めイメージし、地域や家庭の中で話し合っておくということが

命を守る上で大変重要なことなのだろうと思いま

す。入善町では、現在、黒部川の最大規模の浸水想定

や県の津波シミュレーションの調査結果を受けて防

災マップの見直し作業を行っており、なるべく早い

時期に、住民の皆様方にお示ししたいと思っていま

す。入善町では、職員による出前講座という制度があ

りますが、特に近年は、災害・防災といった点につい

ての要望が多くなっています。 

＜地域での取り組み＞ 

地域の取り組みとしては、入善町全域で自主防災組織というものを組織していただきまし

た。それぞれの地域の実情に合わせた防災訓練などを行っていただいており、このような

取り組みを毎年継続的に行っていくことが防災力の向上という点では大切なことだと思い

ますので、積極的に支援していきたいと思います。現在は、地震などの避難や救助活動な

どの初期対応が中心になっていますが、今後は、地震、洪水、土砂災害、津波といったそ

れぞれの地域のリスクに応じて、様々な場面を想定した訓練を取り入れていくことが必要

だと思います。また、入善町では、万が一の際の緊急物資の備蓄や避難場所の運営に必要

な資機材の整備などに順次取り組んでおり、今後も地域の皆様と共に、避難所の運営など

を見据えた訓練なども手がけていきたいと考えています。 

＜入善町の防災教育＞ 

防災教育については、過去の災害を知り、その教

訓などを伝承していくことが大切ではないかと

思っており、平成 27 年にできた防災センターで

は、平成 20 年の高波災害の記録映像を見たり、

入善町で過去に発生した災害や全国の災害の事

例、災害発生のメカニズムなどが学習できるよう

になっています。そのような展示スペースや学習

スペースは、保育所や小学校の子供たちも見学で

きるようになっていますので、そのような情報を

参考にしていただき、災害は決して他人事ではないという認識を持つ機会にしていただく

事が大切だと思います。子供の頃から災害についての学習を積んだり、地域の皆さん方か

ら子供たちに過去の災害の経験などを伝承していただくことで、将来にわたって防災意識

を高めていくことが必要ではないかと思います。 

 

 

ワークショップによる避難方法の検討 

降雨体験装置で 180mm/h の降雨を体験 
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手計先生 ありがとうございます。行政の取り組みをお二人からお聞きしましたが、会場の皆様の中

で、洪水ハザードマップがご自宅にあるという方はどれくらいいらっしゃるのでしょうか。

公共機関や駅には貼ってありますので、目にすることは多いと思いますが、ご自宅で保管

されていない方は、HP でダウンロードできる自治体も多いと思いますので、今一度確認

していただく事が必要かと思います。また、笹島町長から防災教育についてのお話があり

ましたが、籠浦班長、防災教育の面からお話しいただけますでしょうか。 

  

籠浦班長 ＜黒部市の防災教育＞ 

現在の学習指導要領では、小学校 3、4年生で防災および事故の防止として、火災、あるい

は風水害、地震から 1つ選んで指導せよということになっています。ただ、黒部市のだい

たいの学校では、火災の防止に重点をおいて、消防署の見学を通して体験的な学習をして

います。風水害については、黒部川の氾濫等の歴史や治水に特化した学習は現在行われて

いませんが、総合的に治水や洪水、流水客土などの授業は行っています。私が黒部市教育

センターに勤務していた時に、当時の教育長

の発案で、黒部川の流水客土のことや事業の

中心となった伊東森作に関する教材を作りま

した。子供たちは、現在もその教材を通して、

先人の苦労、工夫、努力、そして黒部川の治水、

流水客土があったからこそ今の生活が成り立

ち、米の収穫量が 2 倍にも増えたのだという

ことを学んでいます。 

＜授業実施時の工夫＞ 

昨年、黒部市と入善町の学校を回ったときに 1つ残念だったのは、ハザードマップが子供

から見えにくい壁の上の方に掲示してあったことです。その要因は、昭和 44 年の洪水の

ことを先生も子供も知らないからで、黒部川

は安全な川だと思われているのが実情だと思

います。そのため、防災に関する授業を行うと

きは、治水に関する民話を使用したり、流水客

土に関わった地域住民の方をゲストティーチ

ャーに招くなどの工夫をしている学校もあり

ます。 

  

手計先生 ありがとうございます。流水客土は黒部に限らず、富山の大事な先人たちの知恵だと思い

ます。続いて、大西先生に大学から教育の現場へどのようなサポートをされているのかお

聞きしたいと思います。 

  

 

 

 

ハザードマップを使った防災教育  
-避難についてグループで考える- 
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大西先生 ＜地域の文脈に合わせた防災教育＞ 

学校教育を見ると、それぞれの地域の文脈に合

わせ、郷土教育から防災学習へと繋げて、防災

に関連する思考を育てていくようになってきてい

ます。防災に関しては、頭で分かっていても体が

動かないという難しい問題があり、それをどうして

いくかというところが子供だけでなく大人に対し

ても、これからの防災教育の課題です。その中

で、近年、防災訓練の質がかなり変わってきてい

ます。かつての学校の防災訓練は、火災が発生したのでみんなグランドに逃げましょうというような

訓練が多かったと思います。しかし、例えば、高潮や津波を想定して、学校の屋上に逃げるような

訓練をしたり、洪水が発生したときに避難にどれくらい時間がかかるのか、浸水したときに実際に

歩けるのかということを考えるなど、地域の文脈に合わせた防災教育というのがなされるようになっ

てきました。 

＜ハザードマップを使った防災訓練＞ 

東日本大震災以降、学校教育ではこのような取り組みがされてきましたが、このことは一

般の方々にも考えていただきたいことです。よく防災訓練で、避難場所に集まって炊き出

しの訓練をしたり、消火訓練をしたりしていますが、それよりも洪水が起こったときに、

実際、どの経路が歩けるのか、避難所へ全員行けるのかどうかなど、地域の中の様々な文

脈に合わせた検討をすべきではないかと思います。そこで役に立つのがハザードマップで、

地図の上で防災訓練をしてみてはどうかというのが私からの提案です。黒部川の洪水ハザ

ードマップを見ると、予定している所で破堤した場合の状況や浸水深は、それぞれ地域に

よって違うので災害時の対応も異なってくると思います。例えば、瞬時に避難所へ逃げる

という所もあれば、2 階建て以上の建物であ

れば、建物内に留まるという判断もありえま

す。ハザードマップを見ることで様々な想定

ができるようになってきます。ただ単にどう

しようと話すのではなく、具体的な場面を地

図上で想定して話し合うことが重要です。こ

れをさらに町内会や職場などに話を広げて

いくと非常に良い訓練になると思います。 
  

手計先生 ありがとうございました。続いてマスコミの取り組みやご意見を大割論説委員からお話し

いただきたいと思います。 
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大割委員 ＜災害時の報道の役割＞ 

災害における報道の役割については、災害がある毎に議論されるのですが、報道に求めら

れていることは、正しい情報を知りたい、何が起きているか早く知りたいということです。

また、なぜこんな事がもっと早く準備できなかったのかという反省も出てきます。その中

で、報道には「日々何を伝えるか」「その時、つまり本当に緊急の時に何を伝えるか」「災

害後何を伝えるか」という 3つの大きな役割があると思います。 

＜日々何を伝えるか＞ 

まず、日々何を伝えるかについては、人間は失敗から学ぶことが多いと思いますので、新

聞等で全国各地の災害が報道されているときに、その主語を替えて、自分たちの地域に当

てはめて、自分に引きつけて記事を読むことが大事ではないかと思います。私たち報道す

る側も、この災害が富山で起きたらどうなるかということを意識して報道するようにして

いかなければならないと思います。 

＜その時何を伝えるか＞ 

次に、その時何を伝えるかについては、災害が起きた現地の記者は、現場に行き写真やヘ

リコプターなどを使って、どこで何が起きているのかを報道することになります。避難さ

れている方は、周りがどのような状況かが分からないと不安になりますので、そのような

情報を伝えることが基本です。最近はＳＮＳでデマが一気に拡散することがありますので、

報道機関がきちんと裏打ちをしてデマを打ち消していくことも重要です。また、大きな災

害のときは、都会の記者が応援に入ることが

ありますが、熊本地震の例では土地勘のない

記者による報道が地元事情を踏まえておら

ず、混乱を招いたケースもあったと聞きます。

災害時には、地域の地理を知っていることや、

住民と知り合いだということが大切だという

指摘もありますので、それは地方紙が鍛え続

けていなければならない部分だと思います。 

＜災害後何を伝えるか＞ 

そして、災害後何を伝えるかですが、被災者が時間がたつにつれて不安に思うことの一つ

は、災害が忘れられてしまうことです。災害が起きたことを後世まで伝えていくことや、

住民が立ち上がろうというようなイベントを報道することで、災害を乗り越えようとして

いる方々を後押しすることも報道の役割だと思います。 

４.災害を振り返り、今、何ができるか 

手計先生 ありがとうございました。最後に、近年災害がなく、若い人はテレビでしか見たことがな

いという状況の中で、今回のテーマでもありますが、防災意識の向上のために、将来もし

くは、今、何ができるかについてそれぞれの立場から発言をお願いします。 

  



10 

 

大西先生 防災について、365日、24時間考えることは難しいと思いますので、災害が起こった時に

本気になって考えられる知識的背景を持っておくことが重要だと思います。防災に関して

興味を持つためには、まず郷土のこと

に興味を持つということが重要なの

で、例えば新旧の地形図や航空写真の

比較をすると良いのではないかと思い

ます。自分たちが暮らしている地域が、

どのように変わってきたかを理解する

ことで、防災意識が高まっていくと思

いますし、それが子供の防災教育にも

繋がっていくのではないかと思いま

す。 
  

鈴木先生 ＜ハード面での対策＞ 

大きく分ければ、ハード的な話とソフト的な話になると思いますが、まずハード面につい

ては、河道掘削、堤防やダムの嵩上げ、さらに、実現するかしないかは別ですが、例えば

宇奈月ダムと関西電力さんのダムの運用を見直すなど技術的なメニューはたくさんありま

す。しかし、川は時間をかけて姿をどんどん変

えていくので、おそらく川の安全確保に終わり

はなく、その時々の川の姿に合わせて整備して

いくしかないと思います。宇奈月ダムができて

約 15 年経ちますが、これから現れるダムの影

響もあるかと思います。昨年の北海道災害では、

流砂量が非常に多くなり、活発化した河岸侵食

が大きな被害をもたらしたと言われています。

黒部川も土砂の生産量が多い川なので、同じよ

うなことが起こるかもしれません。これまでも

進めて来ておられるように、先に話をした急流

河川であることと、土砂生産が多いことを意識

した河川整備を継続することが大切です。一般

の方は川に関わる人がそれぞれの視点で黒部川

を理解すること、さらに、様々な河川での災害

を黒部川に置き換えて考えてみるといった意識

と学びの姿勢を持つことがハード面の理解・ソフ

ト面の実現にとって大事になるかと思います。 

 

 

 

 

 

  宇奈月ダム（平成１３年４月管理移行） 

平成 28 年８月河岸洗掘による

被害（北海道十勝川水系） －国土交通省資料－ 



11 

 

 ＜ソフト面での対策＞ 

ソフト面については、本当に必要な情報が何で、それをどう出すかについて考えることが、

今、求められているように思います。今年（2017 年）10 月に石川県の河川で避難勧告が

出されましたが、避難したという話はほとん

ど聞きませんでした。発信側が様々なことを

考えているのは聞いています。これからの検

討によって少しでも効果的な方法が実現す

ることに期待します。情報を受け取る側の話

として防災教育が出てきます。これは本当に

個人的な意見ですが、非常に長期的に見たと

きの、この状況の対応策として、子供への防

災教育が効いてくると思っています。例え

ば、警報が出て子供が反応する。このときに、

おじいちゃん・おばあちゃんやお父さん・お

母さんが子供に「どうするの？非難する

の？」と言われたら大人は考えざるを得ない

と思います。防災を学んだ子供の言葉を大人

が考える機会にするというのは防災意識を

根付かせる一つの方法と思っています。個人

的には、小学校での教育の効果に期待してい

ます。 
  

大割委員 今回、私自身も勉強になったことが沢山あり、これからさらに勉強したり、専門の方のお

知恵を借りたりしながら、やさしく深く伝えるということを意識して解説的な記事をもっ

と出す必要があるのだろうと思いました。また、昭和 44年の洪水に対応する対策には、あ

と 20 年かかるということでしたが、いろいろな機関の方が少しずつやっていらっしゃる

ことと、それが全体の中でどういう進捗状況にあるかを冷静に見ながら伝えていかなけれ

ばならないと思いました。メディアは、緊急時の行政の方にとって、対応が面倒で、おそ

らく邪魔だと思ってしまう時があると思います。しかし、行政がいくら情報を出していて

も皆がホームページを見ているわけでなく、テレビやインターネットを見たりすると思い

ます。その情報はメディアが第一発信者であることが多いので、メディアへの対応を含め

たシミュレーションをしていただきたいと思います。今年の 4月に、過去に大規模な風水

害、地震・津波を経験した自治体の首長が「災害時にトップがなすべきこと」という提言

書を出されました。その中に、「専門のコールセンターを設けて対応するべき」「記者会見

を毎日定時に開いて情報を出し続ける」と記載されています。良いことも悪いことも含め

て情報量が多いところに、全国からの援助が集まる傾向もあるそうです。そのような意識

をもって情報を積極的に出していくことが大事だと思います。 

 

 

 

 寸劇で避難することの大切さを表現 
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籠浦班長 まず、防災教育を小学校で行うときに、ゲストティーチャーになっていただいたり、出前

授業を行ってくれる方々の人材リストを作っておくことが大切だと思います。昔から、学

校で学んだことが家庭に伝わらないと言われています。防災教育については、なぜ現在の

安心安全な生活が成り立っているのかということや、今行っている取り組みが、どのよう

な良いことがあるかなど、答えが１つでなく、なかなか出てこない課題を話し会うことが

家庭を巻き込んだ学校教育に繋がるのではないかと思います。 
  

堀内市長 今回、皆さんのお話をお聞きして、富山県が災害の少ない県というＰＲは、県外からの移

住や企業誘致には効果的だが、一方で、その過度な思い込みが非常に危険なことだと思い

ました。黒部川とどう向き合って行くかということについては、この流域に住む我々にと

って、解決できない本当に大きなテーマなの

で、これからも向き合っていかなければなら

ないと思います。住民の皆さん方にもご理解

いただき、常に防災対策、安全対策を行って

いただきたいと思います。また、子供たちへ

の歴史教育が防災においても非常に重要だと

思いますので、歴史を伝承していくことが大

事だと思いますので、黒部市としても、今後

さらに工夫していきたいと考えています。 
  

笹島町長 入善町では、現在、24箇所で防災行政無線を設置して正確に早く情報を伝達しようと取り

組んでいますが、風向きなどで聞こえづらくなるため、その都度、個別受信機や防災ラジ

オなどで対応してきました。しかし、それらは将来的にデジタルに移行したときに、ラジ

オしか聞こえなくなるため、今後の情報の周知方法については再検討が必要だと思います。

その中で地域の皆さんには、適切な避難行動を取っていただくことが大切なので、そのた

めにも隣近所、地域との繋がりを大切にしていただきたいと思っています。特に最近では、

地域の防災の中核をなす消防団のなり手不足、高齢化が進んでいますので、地域の皆さん

とともに、団員の確保に努めていきたいと思います。また、町としましては、今後も個人、

地域の皆さんの自助、共助による取り組みをしっかりとサポートしていきたいと思います。

「災害は準備に勝る予防なし」と言われますので、災害は必ず起きる、繰り返し起きると

いうことを常に意識しながら、自分の住む地域の特性や危険性などをしっかりと把握した

上で万が一に備える必要があると思います。 
  

手計先生 小学生の防災教育という話がありましたが、私は常々、大人の防災教育が絶対大事だと思

っています。今は小学生と親御さんとセットで防災教育をするなどの取り組みがされてい

ると思いますが、今回のような機会に、是非 30、40 代の方を呼んでいただきたいと思い

ます。また、避難勧告、避難指示を出しても避難をしないという話がありましたが、例え

ば、オーストリアやカルフォルニアですと避難しない人は逮捕されてしまいます。私は日

本がそのような国にはなってほしくないと思いますので、今後、皆で考えていく必要があ

ると思います。それでは最後に、古本所長、お願いします。 
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古本所長 今回は、河川整備に対してたくさんのご意見をいただきましてありがとうございます。先

ほど申し上げましたとおり、河川改修はまだ途上ですので、ハード対策は着実に進めてい

きたいと思います。また、避難の判断に繋がりやすい情報提供のあり方について、我々も

考えていきたいと思います。皆さまのご理解、ご協力をいただければありがたく思います。 
  

手計先生 ありがとうございました。会場の皆さんには、長時間にわたりお話を聞いていただきまし

たが、今日の内容の中から１つ２つでも良いので、家に持ち帰っていただき、今晩、ご家

族に話をしていただくことが、このシンポジウ

ムの終わりではないかと思います。それではパ

ネリストの皆さん、ありがとうございました。

また、会場の皆さん、長時間ご傾聴いただきま

してありがとうございました。 

 

 

 


